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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日付けで、臨床心理技術者　盛田沙織、管理栄養士　櫻田靖子が通所リハビリグループ配属となる。

・8/2から松林政道様がナイトケア正式利用となる。週５回利用で、本日は夕食をナイトケアで摂取され、断酒会に参加する予定。日中はうみねこ幸房利用となる。担当は未定。

・8/6から寺澤彩様がデイケア正式利用となる。週３回（月水金）利用。担当は未定。

＜利用者様情報＞

・平　康子　様～処方薬を持参し、スタッフ確認の元で、処方薬に日付を記入して頂いている。薬包の数を確認すると、7/19に処方され（3週間分）、現在朝食後薬1包、夕食後薬2包が余っており、就寝前薬1包が足りない状況である。次回8/8受診とのことで、その際に残包の返却と不足分を処方して頂くこととしている。また、昼食後薬の持参を忘れてくる事が多く、グループホームに取りに戻ることがあるが、天候や年齢を考慮すると厳しい為、5日分の昼食後薬を持ち歩いて頂くこととしている（鞄保管）。

・巴　勇樹　様～昨日に引き続き不調の訴えが聞かれており、腹部をさすっている。下痢、頭痛は無いとの事。今朝も早朝に起こされ新聞配達の手伝いをした為、眠気を訴えている。また、外来受診時に入院したいと話してきたとのこと。次回受診時、家族と同行受診することを進めている。また、朝バス通所しており、暑い日の続く間はご家族から送迎して頂けないかお願いしてみるよう伝えると、「怒られるから言えない」と話す。帰宅時に父様が迎えにきた際、本人の負担を減らす事は出来ないか相談していく。

・田向　玲美様～7/31に担当スタッフと面談実施している。2週間程休んでいることを指摘すると、他利用者様（田名部一樹様）に会いたくないことをはなされている。話の内容から、田向様の一方的な思い込みが多いことを伝えている。また、彼氏がお坊さんになる為修行に行ってしまうかもしれない為、今は2人の時間を大切にしたい等、本人の目標からずれてしまっている。夏休みが欲しい為、お盆まで休みたいと希望し、今週も三社大祭でバスの時間があやふやであることを理由に欠席するとの事。「下口さんも来るし、新しいスタッフにも会いたい」と話し、8/6(月)来所予定。

・袴田　淑子様～本日外来受診時に採血予定していたが、デイナイトケアに戻ってきてしまっている。本人に確認すると、「先週血取ったよ。来週でいいよ。」と話されており、再度受診することを拒否されている。先週の採血の結果異常値があった為、今日採血をしなければならないことを伝えるが、理解得られない。青風荘スタッフに協力して頂き、本人説得し、スタッフ付添にて再度受診されている。

・松永勘五郎様～7/30ナイトケア利用時にテーブルに伏しており、元気が無い様子が見られ、ミーティングの時間にも起きることができずにいる。バイタル測定も拒否し帰宅されている。昨日、一昨日のことを尋ねると、「胸のあたりが息苦しかった」と話され、普段はこのようなことはないとのこと。水分補給と涼しいところで過ごすことを勧めている。グループホームの部屋にはうちわ、扇風機も無い為、窓を開け過ごしているとの事。扇風機の購入を勧めているが、本人拒否されている。グループホーム世話人に情報提供を行なっていく。

＜疾患別診療計画書作成＞

柳町　信之様（56）　主病名：統合失調症　合併症：狭心症　

治療歴
S50年3月～H11年6月　入退院3回程繰り返す（10代後半に発症）

H11年～H14　青山荘入所

H14年6月～現在　ナイトケア利用

現　症

不潔傾向、幻聴・妄想（以前は近所からの苦情あり）、食事の偏り（体重増加の原因）、対人交流が殆ど無い、無為・自閉的

利用目的

基本的生活習慣の修得、身体機能の維持・向上、作業能力の更衣上、対人関係の改善

長期目標

再発せず単身生活を継続する。

中期目標

①疾病管理が行える。　②規則正しい生活を送る。

短期目標

①体調の変化に気づき、対処する事が出来る。

②近所迷惑となる行為を控える。

③引きこもらずに過ごせる。

④こまめに入浴・着替え・洗濯を行う。

⑤バランスの良い食事を摂取し、体重管理を行う。

実施計画
①自ら体調の変化に気づき対処できた際には評価し伝える。自身で気づきや対処ができない場合には、自己洞察を促し、対処法を共に検討する。

②迷惑行為の有無について関係機関から情報収集し、迷惑行為があった際には、振り返りと対処法を検討する。

③日中の活動状況について確認し、日中は活動的に夜間は休養的に過ごすよう促す。

④入浴・着替え・洗濯の頻度を確認し、不潔に感じる際には清潔を保つよう促す。（青陽館での入浴日に着替えと洗濯機使用を促す。）

⑤毎月体重測定を行うと共に、食事摂取状況（間食も含む）を確認する。バランスの良い食事摂取を促す。

評　価
· 子供の声でテレパシーが聞こえることがあるが、左右されることはなく、主治医にも報告されている。

· 夜中に洗濯をしたり、近所の車をじっと見つめていることがあった。

· 体重73㎏で、5月から2㎏減量している。

· 日中はウインドウショッピングをしたり、自宅で家事をしているとのこと。詳細については深く話す事が無い。

· 入浴は週1回ナイトケア利用時に行なっている。本人は2週間に1回で十分だという認識があるが、スタッフ促しにより週1回入浴を継続して行なって頂いている。

· 更衣に拘りがあり、毎週月曜日に更衣を行なっている。スタッフ促しにより、入浴時に更衣をすることを勧めると応じている。

· 食事は基本的にパン食である（ご飯を炊く事が面倒な為）。チーズやハムなど調理不要なものが多く、野菜の摂取量が少ない。

· 休日に遠くまで歩いて外出している様子を目撃している。

· 木曜日利用の為、映画鑑賞に誘っているが、入浴を優先し、1時間から2時間かけて入浴されている。他のメンバーとの交流は見られない。

· 兄様がこまめに面倒を見ており、おかず等を持ってきてくれることがあるとの事。

検討結果
· 日中の活動場所について、本人の希望を確認する。

· ナイトケア利用回数について希望を確認する。

川村　享様(59)　病名：統合失調症　合併症：以前、糖尿病疑　主治医：日赤病院

治療歴

S55年7月発症、S56年1月15日初診（詳細不明）

H12年4月24日　八戸赤十字病院　受診　⇒入退院4回程繰り返す（詳細不明）

H10年～社会福祉法人大輪利用（週5日）

現　症

自閉、感情鈍磨、不潔傾向、意欲減退、家事能力が低い

· 病状悪化時⇒飲酒量の増加、引きこもり、金銭トラブル

長期目標

再発せずに、自立した生活を送りたい。（最低限のことは行えるようになりたい）

中期目標

1 自分の病気について理解を深め、服薬を確実に行う。

②入浴・更衣を最低週2回行なう。

③体重が増加しないように、デイケアでの運動は休まず参加する。

短期目標

1 疾病教室で、自分の病気について学ぶ。

②皮膚科受診の前日に入浴をする。

③自分の体重を把握できるようになる。

治療計画

①-1定期的な受診ができているか、また、忘薬が無いか確認する。

①-2自分の思いを話すことが少ない為、プログラムで発言を促したり、スタッフから話し掛け、自己表現のできる場を提供する。

②体臭がある際は指摘し、青陽館での入浴や洗濯利用を促し、生活技術を身につけて頂く。改善が見られない場合は、母様に協力を求めていく。

③体重測定を促し、体重減少を目標としていることを意識付けしていく。また、変動が見られた際は、食事・間食内容と飲酒量を確認し、助言していく。

その他

· 家事は主に母さまが殆どやっている状況で、本人の役割は少ない。

· 忘薬はほぼ無いが、計画として組み込むか再検討が必要。

· 入浴は、週一回土曜日に桜木町の銭湯に通っている。

· 7/27のエアロビクス後に入浴に向かう様子を目撃している。

· 帯状疱疹の既往（今年）があり、現在も服薬を継続している。

· 日赤受診は、精神科と皮膚科それぞれ1日ずつあり、欠席をしている。

· 母様のことを余り話したがらない。ゴミ捨ては時々行なっている。母様の希望で、入浴や洗濯は自分でできるようになってほしいとのこと。

検討結果

· 保清面を中心に再検討していく。

· 皮膚科前日の入浴を勧めていく。

・母様が南陽館利用中のため、母様の希望を確認していく。

＜外来情報＞

· 板橋　利美様～暑くて歩く事が大変だと話す。

· 巴　勇樹　様～具合の悪さと眠気を訴えている。訪問看護に暑さ対策について指導するよう

指示あり。

